
公共空間 

36－ 
 

 

１
．
は
じ
め
に 

平
成
二
三
年
一
一
月
二
○
日
か
ら
二
三
日
ま
で
の
四

日
間
、
内
閣
府
の
行
政
刷
新
会
議
は
、
提
言
型
政
策
仕

分
け
を
実
施
し
た
。
民
主
党
へ
の
政
権
交
代
後
、
第
三

弾
ま
で
の
事
業
仕
分
け
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
提
言
型

政
策
仕
分
け
の
実
施
は
、
今
回
が
最
初
で
あ
る
。 

 

過
去
に
実
施
さ
れ
た
事
業
仕
分
け
に
つ
い
て
は
、
法

的
位
置
付
け
が
存
在
せ
ず
、
評
価
結
果
に
拘
束
力
が
無

い
こ
と
な
ど
が
問
題
点
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
本

稿
で
は
、
新
た
に
実
施
さ
れ
た
提
言
型
政
策
仕
分
け
の

意
義
や
限
界
等
に
つ
い
て
、
一
一
月
二
一
日
に
行
わ
れ

た
「
電
波
行
政
の
あ
り
方
」
に
関
す
る
議
論
か
ら
明
ら

か
に
す
る
こ
と
と
し
た
い
。 

 

２
．
提
言
型
政
策
仕
分
け
の
目
的 

提
言
型
政
策
仕
分
け
の
目
的
は
、
東
日
本
大
震
災
か

ら
の
復
興
や
現
下
の
厳
し
い
財
政
事
情
に
鑑
み
、
歳
出

全
般
に
わ
た
る
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
と
の
観
点
か
ら
、

無
駄
や
非
効
率
の
根
絶
と
い
っ
た
こ
れ
ま
で
の
視
点
に

と
ど
ま
ら
ず
、
主
要
な
歳
出
分
野
を
対
象
と
し
て
、
政

策
的
・
制
度
的
な
問
題
に
ま
で
掘
り
下
げ
た
検
討
を
行

い
、
来
年
度
予
算
編
成
だ
け
で
な
く
、
中
長
期
を
も
見

通
し
た
政
策
的
・
制
度
的
対
応
を
各
府
省
に
促
す
こ
と

に
あ
る
（
第
二
一
回
行
政
刷
新
会
議 

資
料
２
－
１
）
。 

今
回
取
り
上
げ
る
電
波
行
政
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
議

論
の
中
心
は
、
新
た
な
周
波
数
の
割
当
て
に
当
た
り
、

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
来
の
事

業
仕
分
け
が
、
既
に
実
施
さ
れ
て
い
る
事
業
を
対
象
と

し
た
議
論
で
あ
る
の
に
対
し
、
今
回
は
周
波
数
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
を
今
後
ど
の
よ
う
に
実
施
し
て
い
く
か
と
い
う

政
策
的
観
点
か
ら
の
議
論
で
あ
り
、
提
言
型
政
策
仕
分

け
の
開
始
に
伴
っ
て
、
扱
う
こ
と
の
で
き
た
テ
ー
マ
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

３
．
周
波
数
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て 

提
言
型
政
策
仕
分
け
に
お
け
る
議
論
を
見
る
前
に
、

周
波
数
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
ご
く
簡
単
に
背
景

等
を
述
べ
て
お
き
た
い
。 

周
波
数
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
制
度
は
、
電
波
の
特
定
の
周

波
数
に
係
る
免
許
人
の
選
定
に
関
し
、
国
が
競
売
を
実

施
し
、
最
高
価
格
を
入
札
し
た
者
を
有
資
格
者
と
す
る

制
度
で
あ
り
、
そ
の
導
入
に
は
電
波
法
の
改
正
が
必
要

と
な
る
。
周
波
数
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
制
度
を
導
入
す
る
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
①
電
波
の
有
効
利
用
の
推
進
、
②

無
線
局
免
許
手
続
の
透
明
性
・
迅
速
性
の
確
保
、
③
国

家
財
政
へ
の
寄
与
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

民
主
党
は
政
権
交
代
前
か
ら
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
制
度
の

導
入
を
訴
え
て
き
た
一
方
、
総
務
省
や
当
時
与
党
で
あ

っ
た
自
民
党
は
外
国
に
お
け
る
失
敗
事
案
な
ど
か
ら
、

導
入
に
慎
重
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
民
主
党
に
政
権
が

移
っ
て
以
降
の
平
成
二
二
年
一
二
月
、
総
務
省
は
「
『
光

の
道
』
構
想
に
関
す
る
基
本
方
針
」
を
策
定
し
、
そ
の

中
で
「
第
四
世
代
移
動
通
信
シ
ス
テ
ム
な
ど
新
た
な
無

線
シ
ス
テ
ム
に
関
し
て
は
、
諸
外
国
で
実
施
さ
れ
て
い

る
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
導
入
に
つ
い
て
も
、
早
急
に
検
討

の
場
を
設
け
て
議
論
を
進
め
る
」
こ
と
と
さ
れ
た
。
こ

れ
を
受
け
て
総
務
省
は
、
総
務
副
大
臣
主
催
に
よ
る
「
周

波
数
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
関
す
る
懇
談
会
」
を
平
成
二
三

年
三
月
か
ら
開
催
し
、
周
波
数
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
導
入

に
際
し
て
の
課
題
及
び
具
体
的
方
策
等
の
検
討
を
行
う

こ
と
と
な
っ
た
。
提
言
型
政
策
仕
分
け
が
行
わ
れ
る
一

一
月
の
時
点
で
は
、
既
に
第
四
世
代
携
帯
電
話
に
用
い

 

提
言
型
政
策
仕
分
け
か
ら
見
え
る
も
の
―
電
波
行
政
の
あ
り
方
に
関
す
る
議
論
か
ら
― 

京
都
大
学
公
共
政
策
大
学
院
５
期
生
（
総
務
省
） 
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る
周
波
数
に
つ
い
て
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
導
入
に
前
向
き

な
内
容
の
報
告
書
（
案
）
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
か
け
ら
れ
て
い
る
最
中
で
あ
っ
た
。 

な
お
、
第
四
世
代
携
帯
電
話
は
二
○
一
五
年
頃
に
実
用

化
が
想
定
さ
れ
て
い
る
移
動
通
信
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、

そ
れ
よ
り
も
前
に
三
・
九
世
代
携
帯
電
話
用
周
波
数
と

し
て700/900M

H
z

帯
の
割
当
て
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
特
に900M

H
z

帯
の
周
波
数
割
当
て
に
つ
い
て
は
、

平
成
二
三
年
五
月
に
成
立
し
た
改
正
電
波
法
の
ス
キ
ー

ム

に

よ

っ

て

既

に

手

続

が

進

行

中

で

あ

り

、

700/900M
H

z

帯
に
つ
い
て
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
実
施
は

想
定
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。 

 

４
．
実
際
の
や
り
と
り 

 

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
は
東
京
・
池
袋
の
サ
ン
シ
ャ

イ
ン
シ
テ
ィ
文
化
会
館
を
会
場
と
し
、
一
般
向
け
に
傍

聴
席
が
用
意
さ
れ
た
ほ
か
、
ニ
コ
ニ
コ
動
画
な
ど
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
同
時
中
継
さ
れ
、
事
後
に
お
い
て
も

当
日
の
模
様
を
視
聴
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
行
政
刷
新
会
議
事
務
局
は
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
公
式
ア

カ
ウ
ン
ト
を
開
設
し
、
情
報
発
信
を
行
う
こ
と
で
、
話

題
の
広
が
り
を
狙
っ
た
。
会
議
の
公
開
と
い
う
だ
け
で

は
な
く
、
積
極
的
に
外
部
に
見
せ
よ
う
と
す
る
主
催
者

の
意
図
が
見
て
取
れ
る
。 

そ
の
よ
う
な
環
境
の
中
、
本
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、

進
行
役
の
内
閣
府
行
政
刷
新
会
議
事
務
局
参
事
官
、
総

合
通
信
基
盤
局
長
を
は
じ
め
と
す
る
総
務
省
職
員
、
財

務
省
主
計
局
主
計
官
の
ほ
か
、
以
下
の
八
名
の
評
価
者

が
参
加
し
た
。 

 

【
評
価
者
】 

 

－
国
会
議
員
－ 

吉
良 

州
司
（
衆
） 

仙
谷 

由
人
（
衆
） 

藤
本 

祐
司
（
参
） 

 

－
民
間
有
識
者
－ 

岩
瀬 

大
輔
（
ラ
イ
フ
ネ
ッ
ト
生
命
保
険
（
株
）
代
表

取
締
役
副
社
長
） 

鬼
木 

甫
（
（
株
）
情
報
経
済
研
究
所
代
表
取
締
役
所
長
） 

佐
藤 

主
光
（
一
橋
大
学
大
学
院
・
政
策
大
学
院
経
済

学
研
究
科
教
授
） 

土
居 
丈
朗
（
慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部
教
授
） 

山
田 

肇
（
東
洋
大
学
経
済
学
部
教
授
） 

  

実
際
の
進
行
は
次
の
様
に
進
め
ら
れ
た
。
最
初
に
藤

本
議
員
よ
り
論
点
提
示
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
総
務
省

職
員
か
ら
の
説
明
、
続
い
て
財
務
省
よ
り
財
政
当
局
の

考
え
方
が
示
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
主
に
評
価
者
か
ら
の

質
問
に
総
務
省
職
員
が
回
答
す
る
と
い
う
形
で
議
論
が

進
め
ら
れ
、
最
後
に
提
言
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
る
ま
で

の
ト
ー
タ
ル
の
所
要
時
間
は
、
約
一
時
間
半
で
あ
っ
た
。 

 

最
初
に
藤
本
議
員
か
ら
提
示
さ
れ
た
主
な
論
点
は
、

①
周
波
数
の
割
当
て
に
関
す
る
現
行
制
度
、
運
用
の
問

題
点
、
②
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
制
度
の
導
入
の
是
非
、
導
入

す
る
場
合
の
時
期
、
収
入
の
在
り
方
、
の
二
点
で
あ
る
。 

こ
れ
に
対
し
て
、
総
務
省
か
ら
は
、
①
利
用
状
況
調
査

な
ど
を
通
じ
て
、
電
波
の
有
効
利
用
を
図
っ
て
い
る
こ

と
、
②
三
・
九
世
代
携
帯
電
話
の
周
波
数
割
当
て
に
つ

い
て
は
、
五
月
に
国
会
で
成
立
し
た
改
正
電
波
法
に
基

づ
い
て
作
業
を
進
め
つ
つ
あ
る
こ
と
、
③
周
波
数
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
制
度
に
つ
い
て
は
、
懇
談
会
の
報
告
書
（
案
）

が
一
一
月
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
第

四
世
代
携
帯
電
話
を
念
頭
に
、
速
や
か
に
必
要
な
法
律

案
を
国
会
に
提
出
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
が
説

明
さ
れ
た
。 

財
務
省
か
ら
は
、
①
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
制
度
の
導
入
は

是
非
行
う
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
②
可
能
な
限
り
早
期
に

導
入
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
③
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
収
入

は
一
般
財
源
と
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
以
上
の
三
点
が

説
明
さ
れ
た
。 

 

ひ
と
通
り
の
説
明
が
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
議
論
に
入

っ
た
が
、
議
論
の
中
心
は
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
制
度
に
関
す

る
も
の
で
あ
り
、
と
り
わ
け
、
な
ぜ
三
・
九
世
代
携
帯

電
話
か
ら
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
導
入
が
で
き
な
い
の
か
に

集
中
し
た
。
総
務
省
は
、
総
論
と
し
て
は
早
期
の
導
入

に
賛
成
な
が
ら
も
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
導
入
に
は
制
度

整
備
が
必
要
で
あ
り
、
周
波
数
の
割
当
て
が
遅
れ
る
こ
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と
に
な
る
こ
と
等
を
理
由
と
し
て
、
消
極
的
な
姿
勢
を

示
し
た
。 

 

５
．
提
言 

 

議
論
を
踏
ま
え
て
評
価
者
が
取
り
ま
と
め
た
主
な
提

言
内
容
は
、
①
三
・
九
世
代
携
帯
電
話
か
ら
オ
ー
ク
シ

ョ
ン
制
度
を
導
入
す
べ
き
こ
と
、
②
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の

収
入
は
一
般
財
源
と
す
べ
き
こ
と
の
二
点
で
あ
る
。
や

や
長
く
な
る
が
、
提
言
を
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
（
下
線

部
は
筆
者
）
。 

 

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
制
度
の
早
期
導
入
は
、
透
明
性
・
公

平
性
・
財
源
収
入
の
観
点
か
ら
国
民
の
理
解
は
得
ら
れ

る
、
プ
ラ
チ
ナ
バ
ン
ド
、
第
三
・
九
世
代
か
ら
即
時
導

入
す
べ
き
、
現
在
の
進
行
中
の900M

H
z 

の
割
当
方

針
は
国
民
共
有
の
財
産
を
不
当
に
低
価
で
渡
す
こ
と
に

な
る
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
入
れ
な
い
理
由
は
な
く
、
早

急
に
導
入
す
る
た
め
改
正
法
案
を
通
す
努
力
を
す
べ
き
、

(

財)

移
動
無
線
セ
ン
タ
ー
を
使
っ
て
の
裁
量
権
行
使
を

続
け
た
い
と
い
う
執
念
し
か
感
じ
ら
れ
な
い
、
と
い
っ

た
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
制
度
の
早
期
導
入
を
求
め
る
意
見
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
第
三
・
九 

世
代
携
帯
電
話
か
ら
オ

ー
ク
シ
ョ
ン
制
度
を
導
入
す
べ
き
と
い
う
こ
と
を
当
ワ

ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
提
言
と
し
た
い
。 

な
お
、
電
波
監
理
に
つ
い
て
は
規
制
改
革
と
し
て
検

討
す
べ
き
、
総
務
省
電
波
部
・
電
波
行
政
の
在
り
方
に

つ
い
て
も
考
え
る
べ
き
、
と
い
っ
た
意
見
も
あ
っ
た
。 

ま
た
、
導
入
し
た
場
合
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
収
入
を
ど
う

す
る
か
に
つ
い
て
は
、
国
民
共
有
の
財
産
で
あ
る
電
波

に
つ
い
て
は
国
が
責
任
を
持
つ
と
い
う
意
味
で
一
般
財

源
と
し
た
方
が
わ
か
り
や
す
い
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
収
入

を
特
定
財
源
に
す
る
理
由
が
な
い
、
国
家
財
政
が
厳
し

く
一
般
財
源
と
し
た
方
が
国
民
の
理
解
が
得
ら
れ
や
す

い
、
と
い
っ
た
全
員
が
一
般
財
源
と
す
べ
き
だ
と
の
意

見
で
あ
り
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
収
入
は
一
般
財
源
と
す
べ

き
と
い
う
こ
と
を
当
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
提
言
と

し
た
い
。 

 

６
．
そ
の
後
の
展
開 

 

以
上
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
制
度

は
三
・
九
世
代
携
帯
電
話
か
ら
導
入
す
べ
き
と
の
提
言

が
出
さ
れ
た
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
新
聞
各
紙
に
お

い
て
提
言
の
内
容
が
伝
え
ら
れ
る
と
、
特
に
オ
ー
ク
シ

ョ
ン
の
実
施
時
期
に
つ
い
て
世
間
の
関
心
が
高
ま
っ
て

い
く
。
そ
の
後
の
大
臣
会
見
、
国
会
質
疑
に
お
い
て
も

度
々
取
り
上
げ
ら
れ
、
今
後
の
動
き
が
注
目
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。 

ま
ず
、
一
一
月
二
二
日
の
記
者
会
見
に
お
い
て
、
記

者
か
ら
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
問
わ
れ
、
川
端
総
務
大

臣
は
こ
れ
か
ら
考
え
て
い
く
旨
述
べ
た
が
、
携
帯
電
話

の
電
波
が
非
常
に
混
雑
し
て
お
り
、
で
き
る
限
り
早
い

周
波
数
の
割
当
て
が
必
要
で
あ
る
と
の
認
識
を
示
し
た
。 

 

こ
の
問
題
は
国
会
に
お
い
て
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
。

二
四
日
の
衆
議
院
総
務
委
員
会
に
お
い
て
、
自
民
党
の

平
井
た
く
や
議
員
が
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
沿
っ
て
、
従

来
通
り
対
応
す
る
こ
と
を
求
め
た
の
に
対
し
、
川
端
大

臣
は
「
今
動
い
て
い
る
現
実
は
大
変
重
い
も
の
で
あ
る

と
い
う
こ
と
は
承
知
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
」
な
ど
と

述
べ
、
こ
れ
か
ら
責
任
を
持
っ
て
対
応
し
て
い
く
旨
、

答
弁
を
行
っ
た
。
二
五
日
の
記
者
会
見
で
も
、
そ
の
後

の
検
討
状
況
に
つ
い
て
問
わ
れ
、
川
端
大
臣
は
二
二
日

の
記
者
会
見
、
二
四
日
の
国
会
答
弁
と
同
様
の
回
答
を

し
て
い
る
。 

 

そ
の
後
、
一
二
月
一
日
に
開
催
さ
れ
た
衆
議
院
総
務

委
員
会
に
お
い
て
、
川
端
大
臣
は
、「
総
務
省
と
し
て
は
、

既
定
の
方
針
ど
お
り
、
本
年
五
月
に
成
立
し
た
改
正
電

波
法
に
基
づ
き
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
沿
っ
て
粛
々
と
手

続
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
」
と
明
確
に
述
べ
、
大
臣
と

し
て
の
判
断
を
示
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
①
五
月

の
電
波
法
を
改
正
に
基
づ
い
て
、
現
在
手
続
を
進
め
て

い
る
過
程
に
あ
る
こ
と
、
②
急
増
す
る
ト
ラ
ヒ
ッ
ク
に

対
応
す
る
た
め
、
周
波
数
の
割
当
て
は
急
務
で
あ
り
、

関
連
の
業
界
も
こ
の
前
提
に
立
っ
て
準
備
を
進
め
て
い

る
こ
と
の
二
点
を
挙
げ
て
い
る
。 

 

一
二
月
二
日
に
は
、
蓮
舫
行
政
刷
新
担
当
大
臣
が
総

理
の
閣
僚
懇
に
お
け
る
発
言
を
引
き
合
い
に
、
総
務
省

の
取
組
に
期
待
す
る
と
の
発
言
を
記
者
会
見
で
行
っ
た

が
、
川
端
大
臣
は
一
二
月
二
日
、
六
日
、
九
日
の
記
者
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会
見
、
一
二
月
六
日
の
参
議
院
総
務
委
員
会
で
も
同
様

の
方
針
を
説
明
し
た
。 

ま
た
、
提
言
に
つ
い
て
は
、
一
二
月
一
九
日
に
開
催

さ
れ
た
「
周
波
数
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
関
す
る
懇
談
会
」

で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
が
、
三
・
九
世
代
携
帯
電
話
か

ら
の
実
施
を
見
送
る
方
針
が
確
認
さ
れ
、
翌
二
○
日
に

正
式
な
報
告
書
が
公
表
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
総
務

省
の
ス
タ
ン
ス
が
完
全
に
固
ま
る
と
と
も
に
、
平
成
二

四
年
一
月
一
九
日
に
行
わ
れ
た
第
二
四
回
行
政
刷
新
会

議
に
お
い
て
、
総
務
省
の
考
え
方
が
説
明
さ
れ
た
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
大
き
な
混
乱
を
招
い
た
末
、
結
果
的

に
提
言
内
容
は
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
従
来
か

ら
の
総
務
省
の
方
針
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

 

７
．
成
果
と
問
題
点 

（
１
）
成
果 

ま
ず
、
提
言
型
政
策
仕
分
け
を
実
施
し
た
成
果
は
、

数
千
億
円
も
の
収
入
に
結
び
付
く
制
度
に
つ
い
て
、
公

開
の
場
で
議
論
さ
れ
た
こ
と
自
体
に
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
総

務
省
の
懇
談
会
に
お
い
て
公
開
の
議
論
が
行
わ
れ
て
き

た
が
、
収
入
の
確
保
は
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
制
度
の
主
た
る

目
的
で
は
な
く
、
財
務
当
局
の
考
え
方
が
直
接
表
明
さ

れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
周
波
数
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
議

論
が
、
総
務
省
と
財
務
省
の
双
方
が
参
加
す
る
中
、
第

三
者
も
含
め
て
公
開
で
行
わ
れ
た
こ
と
に
、
大
き
な
意

味
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

次
に
、
総
務
省
の
報
告
書
に
提
言
の
趣
旨
が
一
部
反

映
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
目
前
に
控
え
た
三
・
九
世
代

携
帯
電
話
の
周
波
数
の
割
当
て
に
お
い
て
は
、
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
は
実
施
し
な
い
と
し
た
も
の
の
、
い
っ
た
ん
有

効
期
限
が
到
来
し
た
後
は
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
実
施
の
可

能
性
が
否
定
さ
れ
な
い
書
き
ぶ
り
に
修
正
さ
れ
た
。「
中

長
期
を
も
見
通
し
た
政
策
的
・
制
度
的
対
応
を
各
府
省

に
促
す
」
と
す
る
提
言
型
政
策
仕
分
け
の
目
的
は
、
こ

の
部
分
に
お
い
て
果
た
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。 

 

（
２
）
問
題
点 

一
方
、
こ
の
よ
う
な
混
乱
を
招
い
た
原
因
を
考
え
る

た
め
、
①
対
象
と
な
る
政
策
等
の
選
定
の
在
り
方
、
②

政
策
決
定
と
の
関
係
、
③
提
言
の
位
置
付
け
の
三
点
を

取
り
上
げ
た
い
。 

 

①
対
象
と
な
る
政
策
等
の
選
定
の
在
り
方
に
つ
い
て 

今
回
、
提
言
型
政
策
仕
分
け
の
対
象
と
な
っ
た
一
○

の
テ
ー
マ
は
、
一
一
月
一
一
日
の
第
二
二
回
行
政
刷
新

会
議
で
決
定
さ
れ
た
。
選
定
に
当
た
っ
て
の
考
え
方
は
、

第
二
一
回
行
政
刷
新
会
議
に
お
い
て
既
に
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
た
。
し
か
し
、
各
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
誰
が
、

ど
の
よ
う
な
経
緯
で
、
な
ぜ
取
り
上
げ
た
の
か
に
関
す

る
明
確
な
理
由
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
つ
い
て

は
、
一
二
月
六
日
の
参
議
院
総
務
委
員
会
に
お
い
て
、

た
ち
あ
が
れ
日
本
の
片
山
虎
之
助
議
員
が
質
問
を
行
っ

て
い
る
。
園
田
康
博
内
閣
府
大
臣
政
務
官
は
、
取
り
上

げ
る
項
目
に
つ
い
て
は
親
会
議
で
あ
る
行
政
刷
新
会
議

で
決
定
を
し
て
い
る
旨
、
答
弁
を
行
っ
た
が
、
そ
の
詳

細
に
つ
い
て
は
語
ら
れ
な
か
っ
た
。 

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
①
与
党
議
員
又
は
民
間
有
識
者

の
評
価
委
員
に
よ
る
提
案
、
②
財
務
省
に
よ
る
提
案
、

③
そ
れ
以
外
の
第
三
者
に
よ
る
提
案
が
可
能
性
と
し
て

浮
上
す
る
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
は
不
明
と
い
う
ほ
か
は

な
い
。
だ
が
、
混
乱
の
背
景
は
、
テ
ー
マ
の
選
定
に
始

ま
っ
た
と
い
え
る
。
周
波
数
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
導
入
は
、

第
四
世
代
携
帯
電
話
か
ら
と
す
る
こ
と
が
既
に
規
定
路

線
と
な
り
つ
つ
あ
る
中
で
、
突
然
こ
の
よ
う
な
テ
ー
マ

に
つ
い
て
議
論
を
行
う
こ
と
は
、
混
乱
を
招
く
可
能
性

が
最
初
か
ら
高
か
っ
た
。 

で
は
、
な
ぜ
行
政
刷
新
会
議
は
あ
え
て
周
波
数
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
を
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
た
の
だ
ろ
う
か
。

対
象
と
な
る
政
策
は
、
聖
域
無
く
選
定
し
た
と
い
う
こ

と
か
も
し
れ
な
い
が
、
民
主
党
内
の
調
整
不
足
と
い
う

側
面
も
指
摘
可
能
で
あ
る
。
今
回
の
提
言
型
政
策
仕
分

け
で
は
、
事
後
に
い
わ
ゆ
る
「
ア
ン
チ
ョ
コ
」
と
呼
ば

れ
る
資
料
の
存
在
が
報
じ
ら
れ
、
蓮
舫
大
臣
も
そ
の
存

在
を
認
め
た
。
台
本
が
用
意
さ
れ
、
当
日
の
流
れ
ま
で

あ
る
程
度
事
前
に
決
ま
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
総
務
大
臣

と
事
前
に
調
整
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
な
ぜ
行
わ
れ
な
か
っ
た
か
に
つ
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い
て
も
、
様
々
な
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
以

上
は
触
れ
な
い
こ
と
に
す
る
。 

 

②
政
策
決
定
と
の
関
係
に
つ
い
て 

提
言
型
政
策
仕
分
け
が
実
施
さ
れ
る
段
階
に
お
い
て
、

総
務
省
の
懇
談
会
は
第
四
世
代
携
帯
電
話
を
念
頭
に
置

い
た
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
制
度
の
導
入
を
決
め
る
報
告
書
案

を
ま
と
め
、
既
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
付
し
て
い

る
段
階
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
当
該
懇
談
会
は
総
務
副

大
臣
が
主
催
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
副
大
臣
、
政
務

官
が
出
席
し
て
い
る
下
で
議
論
が
進
め
ら
れ
て
き
た
と

い
う
経
緯
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
三
・
九
世
代
携
帯
電
話

の
周
波
数
割
当
て
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
以
前
の
電
波
法

改
正
を
通
じ
て
国
会
の
意
思
表
示
が
既
に
な
さ
れ
て
い

る
と
も
い
え
る
べ
き
状
況
に
あ
っ
た
。 

こ
の
よ
う
に
、
提
言
型
政
策
仕
分
け
は
、
各
省
に
お

け
る
政
策
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
や
、
国
会
に
お
け
る
議
論

と
の
整
合
性
が
問
題
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。
主
に
個
別

の
事
務
事
業
が
対
象
と
さ
れ
た
事
業
仕
分
け
と
比
較
し

て
、
提
言
型
政
策
仕
分
け
は
政
策
的
・
制
度
的
問
題
に

ま
で
踏
み
込
む
こ
と
と
な
る
た
め
、
進
行
中
の
議
論
や

過
去
の
合
意
と
の
整
合
性
が
特
に
課
題
と
な
る
。 

そ
の
意
味
で
は
、
提
言
型
政
策
仕
分
け
を
実
施
す
る

タ
イ
ミ
ン
グ
と
し
て
、
有
効
な
局
面
と
そ
う
で
な
い
局

面
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
あ
る
程
度
方
針
が
決
ま
っ
て

し
ま
っ
て
か
ら
の
実
施
は
、
混
乱
を
招
く
結
果
に
つ
な

が
る
可
能
性
が
高
い
が
、
各
省
や
国
会
で
議
論
が
始
ま

る
前
に
、
本
格
的
な
議
論
を
促
す
目
的
で
実
施
す
る
場

合
に
は
、
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
過
去

に
方
針
が
決
定
さ
れ
て
い
る
事
案
で
あ
っ
て
も
、
時
間

の
経
過
と
と
も
に
環
境
が
変
化
し
、
政
策
の
前
提
が
失

わ
れ
て
い
る
よ
う
な
場
面
に
お
い
て
は
、
有
効
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。 

 

③
提
言
の
位
置
付
け
に
つ
い
て 

提
言
型
政
策
仕
分
け
終
了
後
の
第
二
三
回
行
政
刷
新

会
議
に
お
い
て
、「
所
管
府
省
に
お
い
て
、
今
後
、
提
言

を
受
け
て
の
具
体
的
な
制
度
設
計
や
改
革
の
進
め
方
・

工
程
を
検
討
す
る
こ
と
」
が
確
認
さ
れ
た
が
、
今
回
の

事
案
で
、
最
終
的
に
は
所
管
府
省
が
同
意
し
な
け
れ
ば
、

提
言
の
内
容
は
実
行
に
移
さ
れ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。
特
に
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
制
度
の
導
入
に
は
電
波

法
の
改
正
が
必
要
で
あ
り
、
内
閣
府
や
財
務
省
が
強
権

的
に
実
現
で
き
る
内
容
で
は
な
い
。
政
策
的
・
制
度
的

な
問
題
へ
の
対
処
は
、
無
駄
を
排
除
し
、
予
算
を
削
減

す
る
こ
と
に
比
べ
、
は
る
か
に
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
い

え
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
提
言
に
閣
議
決
定
や
法
的

位
置
付
け
を
与
え
た
方
が
良
い
の
だ
ろ
う
か
。 

 

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
①
二
時
間
に
も
満
た
な
い
議

論
に
閣
議
決
定
や
法
的
位
置
付
け
を
与
え
る
こ
と
の
是

非
、
②
評
価
者
の
位
置
付
け
が
問
題
と
さ
れ
よ
う
。
特

に
後
者
に
つ
い
て
は
、
評
価
結
果
に
つ
い
て
の
公
平
性

へ
の
疑
問
が
根
底
に
あ
る
。
事
業
仕
分
け
の
特
長
と
し

て
は
、
公
開
性
、
外
部
性
、
現
場
主
義
と
い
っ
た
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
て
き
た
が
、
公
平
性
・
中
立
性
に
つ
い
て

は
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
（
た
だ
し
、「
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
に
お
い
て
は
、
全
体
と
し
て
丁
寧
な
議
論
を
行
っ

て
お
り
、
…
『
公
平
性
を
欠
く
』
と
は
考
え
て
い
な
い
」

と
す
る
政
府
の
見
解
が
存
在
す
る
。
衆
議
院
議
員
高
市

早
苗
君
提
出
行
政
刷
新
会
議
に
お
け
る
事
業
仕
分
け
の

手
法
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
、
平
成
二
一

年
一
一
月
二
四
日
）
。
し
か
し
、
評
価
者
は
公
平
な
立
場

で
判
断
を
下
し
て
い
る
と
の
外
観
を
示
し
な
が
ら
、
実

際
に
は
公
平
と
は
い
え
な
い
運
用
が
行
わ
れ
て
い
る
と

す
れ
ば
、
閣
議
決
定
や
法
的
位
置
付
け
を
与
え
る
こ
と

に
は
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。 

 

８
．
お
わ
り
に 

 

本
稿
で
は
、
提
言
型
政
策
仕
分
け
の
意
義
や
限
界
等

に
つ
い
て
、「
電
波
行
政
の
あ
り
方
」
に
関
す
る
議
論
か

ら
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
周
波
数
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
実

施
と
い
う
点
で
は
方
向
性
は
一
致
し
つ
つ
も
、「
仕
分
け

る
側
」
と
「
仕
分
け
ら
れ
る
側
」
が
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
収

入
と
い
う
「
打
ち
出
の
小
槌
」
を
前
に
し
て
、
同
床
異

夢
で
あ
っ
た
こ
と
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

提
言
型
政
策
仕
分
け
に
大
き
な
期
待
を
抱
く
の
は
そ
も

そ
も
誤
り
で
あ
り
、
今
回
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
も
一
定

の
成
果
を
挙
げ
た
と
評
価
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。 


